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脳卒中と飲料水との関係について

第1報予備的調査

秋田県衛生科学研究所児玉栄一郎

宍 戸 勇

［I〕緒 言

塩と高血圧症，動脈硬化症，ひいては脳卒中の成因

との関係を追求するに当って，此処に大体3つの進路が

あるように思われる。

その第ーは食塩（塩化ナトリウム），第二は水素イオン

濃度 (PH,または陽陰イオヽノの比），第三は珪酸であ

る。これらについて従来からの経過を述べると大体次の

ようである。

1899年Carrionet Hall ionC1)は実験動物に濃厚な食

塩水を少量注射すると，動物の末梢部位並びに肺に浮腫

を来たし，時には致死的作用のあることを報告した。

1903年となってWidalet Lemiere<2)はCarrionらの

効果を人のプライト氏病につき，食塩を負荷することに

よって浮腫の増強することによって確認した。また，A.

von Koranyi (189艇Ji:)(3), Merklen (190呼）は心

疾患々者においても塩化ナトリウムの体内貯溜のあるこ

とを観察した。その翌年1904年L.Ambard et・ Beauj-

ardC4)は食塩制限によって血圧の下降することを初めて

観察し，その結果，高血圧症の治療として食塩を制限す

べきであるという方向を指示した。しかしこの場合治療

には塩素の制限であって，ナトリウムの制限ではなかっ

た0 16年後Allenら(5)は低塩食が高血圧症に対して有効

なることを報告し，その主な目標は塩素の制限にあると

した。

その後Allenらの研究は進展せず，従って否定も肯定

もされなかったのであるが，漸く 1944年となってKem-

pner<6)の高血圧症に対する米飯果実食療法が唱導され

るようになったoすなわち 1種の食餌療法であった。彼

の成績によると，この食餌療法によって本態性高血圧患

者 500名中，その62飴が顕著な血圧下降を来たし，眼底

ならびに心電図所見，心肥大像も大いに改善されたとい

う。

そして体重の減少は主として浮腫，殊に潜在性浮腫の消

失｝こ帰せられ，またこの際負の窒素平衡を惹き起したこ

とがなかったという。

その後本療法の価値について各方面から数多くの学者

によって討議されたのであるが，反対意見も少なくはな

く，殊にC.B. Chapmancs)は米飯による植物性蛋白20

gだけでは成人1日の総蛋白量としてはあまりに少なく・

従って栄養維持のためにはもっと必要な蛋白を加うべき

であり，患者を半飢餓状態に陥らしめるような本療法は

時に危険を伴うことがある故に止むを得ない場合にのみ

行うぺきであり，結局は高血圧症に対する治療とはなら

ないと主張した。しかし浮腫の成因や高血圧症と食塩

（塩化ナトリウム）とは無関係ではあり得ないのみなら

ず，脱塩療法は広く普及し，また食塩を構成する塩素イ

オンとナトリウムイオンのうち，何れが重要な役割を演

ずるものであるかどうかについても研究が重ねられ，今

日に至っている。

一方わが国における高血圧症に対する米食は米国など

と全く逆の方向を辿っていたように思われる。東北大学

近藤教授は，米の偏食的過食をする住民には脳卒中の多

いことを強調し，同じく中沢教授ら(7)は疫学的現象とし

てその傾向を認め，米飯の多量摂取には随伴的に食塩の

過剰摂取を想定している。すなわち秋田県雄物川流城の

晨村である戸米川，種平両村を調査した際， 1人1日の

食塩摂取量は，高血圧世帯では平均33g，非高血圧世帯

では平均18gであったという。その後千葉医大の福田教

授，弘前大学の佐々木教授らも高血圧症の成因には食塩

の過剰摂取説を支持した。従って此処において，もしも

食塩のみを主眼とするならば住民1人当り 1日に猥取す

る食塩全量の中には当然飲料水中の食塩量も問題となっ

て来る筈である。

次に岡山大学附属農業生物研究所の小林教授(8)は，ゎ

が国の河川水は諸外国に比ぺて酸性度の高いことを挙げ

河川水のSOdCO3比の大なる地方には脳卒中死亡率が高

いという。例えば秋田県の米代川SOdCO3の比は7.69で

全国の最高値を示し，同じく秋田県の玉川のそれは5.53,

栃木県那珂川のそれは4.45,岩手県北上川のそれは3.49
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山形県最上川は2.29,宮城県阿武隈川のそれは1.96とい

う順位であるという。

そして日本では群馬県と長野県の西を境として，その

以北に酸性の河川が多く，また河川水の水素イオン濃度

そのものが中性であっても，化学成分の上から潜在的酸

性河川と判断されるものの分布が多く，これが県別の脳

卒中死亡指数と著しく平行的であると述べている。また

山口医大の上野碩夫教授(9)は日本全国の脳卒中死亡率の

地城差を検討した結果，土嬢の酸性，または塩基性の強

い地区に脳卒中死亡率が高く，そして中性とか弱酸性で

ある地域に低い，これは脱卒中死亡に対する直接の影響

とは言えないだろうが，その土地の植生，ひいては食物

等を通じての関連が推定されると述べている。

次に東京大学三沢敬義教授ら(JO)t]l)は本邦の温泉または

鉱泉の成分としてのメタ珪酸含有呈が欧米諸国と比較し

，て数倍も多量であることに注目し，かかる鉱泉水の飲用

が人体に如何なる影響を及ぼすものかどうか，その研究

の予備試験として最初井戸水や水道水などのメク珪酸含

有量を測定した。偶々富士山山麓の火山灰地帯である静

岡県御殿場市郊外の住民には高血圧症や脳卒中患者が著

しく多く，そしてこの地域の井戸水または水道水等の飲

料水中にはメタ珪酸が多量に含まれていることを発見し

たo更に三沢教授らは食料としての米，麦を初め，馬鈴

薯，大豆，また酒精飲料，牛乳，山羊乳，人乳，酢，ソ

ース，醤油などの中に含まれている珪酸を定最してそれ

ぞれの意義を出し，殊に日本酒やドプロク中には珪酸含

量の大なることを報じている一方，更に江戸川水系給水

地区，多摩川水系給水地区とを対象にとり，同じく東京

都内であっても珪酸の含量が前者において30.29-38. 48 

mg/ P,'後者においては10.40ー11.96mg|¢で，約3倍量

の差があり，そしてメク珪酸含有羞の比較的多い江戸川

水系の水道水を飲用する江東地区の者胆もの高血圧症患者

は，男子の30オ台において4.26飴， 40オ台においては

43.2%, 50オ台においては45.5%, 60オ台においては

72.4%であるが，珪酸含鼠の少ない多摩川水系の水道水

を飲用する者網の高血圧症は同じく男子30オ台において

は僅かに1.75%, 40オ台においては19.6%,50オ台にお

いては29.7%,60オ台においても37.5%の頻度を示すに

過ぎないという。

次にまた東京大学薬学科の秋谷七郎，谷村顕雄教授ら

(l2) は各種の正常人体臓器，病変臓器，羊毛及び人毛髪

中の珪酸を定量し，肉眼的に硬化を認め得る動脈及び動

脈硬化症の人体諸臓器及び組餓は正常の動脈，臓器及び

組織に比べて，明らかに多量の珪酸を含有することを認

めた。また珪麟が人体組織に沈着する原因を追求して，

体液特に血流の値が相当大なる役割を演じているものと

推定，すなわち血液のPH値が酸性領域においては珪酸

塩はコロイド型となり，従って沈藩が容易となる，また逆

に血液のPH値がアルカリ性領域においては可溶性の単

分型となり，容易に体外に排出されるものと思われるか

らであるという。そして三沢教授らは共同研究者秋谷教

授谷村，本橋氏等も人体実験において拘椴酸と酒石酸，酢

酸等の有機酸を投与して，拘檄酸と酢酸投与後には尿

PHの値が上昇し，殊に時間後にが最も大となり，尿中の

乳酸排泄量が著しく減少することが認められたという。

以上文献から鳶血圧症，脳卒中ないし動脈硬化症の成

因に対する塩類についての役割について考察し，大凡様

の経路のあることを述べたのであるが，この経路を無理

に関連させると，食塩の多量摂取は体液のPHの低下を

招き，飲食品中の硫酸イオンはこれを助長的に作用し，

やがて血管壁や臓器への珪酸の沈瘤となり，動脈硬化，

更には脳卒中へと発展を促すものの如くに考えられて来・

る。しかしこのような考えはあまりに理論的であること

は否み得ないのであるが，しかし調査または研究が無け

れば否定もできない。殊に本態性高血圧症の成因が不明

である今日．，先ず一角一隅より検討を重ねて行かざるを

得ないであろう。しかも秋田県は世界随一の脳卒中多発

地区であることを想えば，更に慎重な調査が必要と思わ

れる。従って私共は本調査に従事する前に予備調査を飲→

料水などについて行った。

[IJ 調 査 方 法
秋田県における脳卒中死亡率にも地域による差異があ

るので，最初高率地区と低率地区とを選び，それら地区

における飲料水を調査し，その成績を比較検討すること

とした。

酸性土嬢と脳卒中死亡率とについても同様の方法をと

った。

（イ） さて脳卒中（中枢神経系の血管損傷）死亡率の高率

地区としては河辺郡雄和村戸米川，本荘市石沢，南秋田

郡五城目町を，また低率地区としては南秋田郡井川を選

んだのであるが，その根拠となった卒中死亡率の高低は

昭和31年より36年にいたる 6ケ年平均値であり（］3)' 第1

表に示すとおりである。また本県における酸性土嬢調査

の成績(Ji)は1951年に発表されたものであり，町村合併

促進法などの関係もあって，脳卒中死亡率は昭和28年よ

り30年までの 3ケ年ll5) の平均値である。ただし本荘市

石沢地区の死亡率は特別に調査したもので，昭和30年よ

り37年までの8ケ年間の平均値で，第表2に示すとおりで

あるoまた雄和村戸米川地区の脳卒中死亡率は昭和26年

、
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第 1表 中枢神経系の血管損傷による死脳卒中死亡・率（人口10万対）

（昭和31-36年平均） 秋田県

順位l市町・村名 l死亡実数l死 亡 順位 1市町・村名 1死亡実数 死亡率

総 数 3,012 221.8 38 八 竜 村 16 225.9 
市 部 1,075 200.1 39 大 曲 市 93 225.( 
郡 部 1, 937 236.4 40 八郎涛町 19 224. c 

1 雄 和 村 41 338.6 
41 横 手 市 108 223. ~ 

2 西 木 村 32 325.5 
42 湯 沢 市 92 219. ~ 

’’ 

3 南 外 村 24 323.5 
43 仙 南 村 23 217.9 

4 山 内 村 26 313.7 
44 鷹 巣 町 62 217.E 

5 大 内 村 47 312-5 
45 雄物川町 37 216. C 

6 東成瀬村 18 312.0 
46 藤 里 村 19 213.2 

7 由 利 村 29 308.6 
47 大 館 市 123 212. ~ 

8 阿 仁 ，町 34 306.9 
48 天 王 町 25 211. 7 ， 東由利村 29 301. 7 
49 十文字町 35 208.0 

10 金 浦 町 19 299.8 
50 小 坂 町 33 205,7 

11 五城目町 61 297. 1 
51 神 岡 町 16 204.4 

12 角 館 町 49 287.7 
52 増 田 町 29 204.0 

13 合 J I I 町 35 284.4 
53 田沢湖町 35 195. 7 

14 雄 勝 町 39 283. 2 
54 西 目 町 11 194.9 

t5 上小阿仁村 19 277.4 
55 月^ロと 代 市 124 193. 4 

16 河 辺 町 42 274.0 
56 比 内 町 37 192. 1 

17 中 仙 町 42 268.0 
57 花 輪 町 41 291.7 

18 十和田町 52 267.7 
58 ニッ井町 38 188.0 

19 稲庭川連町 41 263.4 
59 象 汚 町 29 188.0 

20 鳥 悔 村 34 263.2 
60 仙 北 村 18 187.9 

21 森 吉 町 42 261. 1 
61 八 森 町 16 187.3 

22 羽 後 町 75 259.8 
62 秋 田 市 359 184.7 

23 西仙北町 43 258-6 
63 峰 浜 村 15 183. 7 

24 協 和 村
． 64 仁賀保町 25 181.0 38 258,0 

25 琴 丘 町 27 256.9 
65 井 ) I l 村 13 169.7 

26 ーぶ—· 郷 町 26 256.2 
66 花 矢 町 26 167.8 ノ

27 皆 瀬 村 13 256.2 
67 琴 浜 村 20 167.4 

28 矢 島 町 26 253.9 
68 昭 和 町 19 165. ~ 

29 太 田 村 26 253.1 
69 山 本 町 19 165, ( 

30 本 荘 市 98 252.4 
70 男 鹿 市 78 163. C 

31 千 畑 村 28 250.1 
71 飯田川町 ， 142.1 

32 八幡平村 23 249.5 
72 尾去沢町 12 113. 4 

33 大 森 町 29 248.5 
34 田 代 町 30 

（`昭和36年）
243.3 

35 岩 城 町 21 243.2 秋田県 3,258 245.9 

36 大 雄 村 19 240.6 全 国 155,683 165. 1 
37 平 鹿 町 52 239.4 
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より35年に至る10ケ年の平均値を年令階級別に示すと第

3表のとおりである。

第 2表本荘市石沢地区における性別、

年令階級別総死亡率及び脳卒中

死亡率（人口10万対）

（昭和30-37年の 8ケ年間の平均）

年令階級
男 女

総死亡率 1胃言悶 総死亡率 1塁言畠

30~39 167.4 381.6 47.7 

40-49 621. 5 276.2 401. 3 114. 6 

50-59 3000.0 1583.3 1896.5 1034.4 

60-69 6465.5 2586. 2 3225.8 1915.3 

70~ 16826.9 5769.2 • 10833.3 4444.4 

第 3表河辺郡雄和村戸米JIJ地区におけ

る性別、年令階級別総死亡率と

亡者数率

10ケ年平均（昭和26~35年） 人口10万対

男 女
年令

総死亡率け［言悶 総死亡率 1胃言瓜

30-39 270 335 134 

40-49 1,034 431 671 223 

50-59 3,466 1,866 1,645 632 

60~69 6,111 3,703 4,629 2,962 

70- 11,500 3,500 10,000 2,22~ 

（口） 検体としての飲料水の採取は各地区の各部落につき

1検体とした。従って各部落名を挙げると次のとおりで

ある。但し都合によって省略した部落もある。また部落

であっても全体として水道水によらない限り，数ケ所か

ら採取したものもある。

雄和村戸米川地区

白川，女米木，石川，戸賀沢，銅屋，高野

本荘市石沢地区

山内，鳥田目，湯沢，柳生，新田，櫛引，新山崎，

滝ノ沢，宮沢，餓雪車町，上野， （三ツ方森，大

簗，一本木，栗山，本田，烏川）

南秋田郡五城目町

馬場目川流城

杉沢，恋地，水沢，中村，寺庭，平，蓬内台，門前

町村，帝釈寺，館越，久保，岩野，五城目

富津内川流域

高樋，北村，高田，落合，乙市，御蔵下，富田，浅

見内，陽ノ又，小倉，黒土，上山内，下山内，川崎

井川村地区

井内，上野，寺沢，、産田，上大麦，中大麦，下大麦

館岡，八田大倉，坂本，飛塚，北川尻，小竹花，井

川本村

砂 飲料水の検査項目は次のとおりである。

PH,総酸度，総硬度（石鹸），塩素，硫酸，珪酸の

6項目

定鼠法は日本薬学会編「衛生試験法」その他(Iii)によ

った。

（『〕調査成績

A 酸性土壌と脳卒中死亡率

最初脳卒中死亡率を昭和28年， 29年の秋田県衛生統計

年鑑により両年の平均値を求め，そのうち死亡率（人口

10万対）が250.0を越える市町村群と， 150.0以下の市町

村群とに分け，これに酸性土嬢成績を各市町村について

示したものが第4表及び第5表である。調査成績中の

PH, Y1 （置換酸度）および置換性石灰は各市町村に

ついて平均値ぱ求めかねるので，大凡の状態を知るため

その多少高低に応じて附点したのが第1図である。

「因みにm （置換酸度）並びに置換性石灰の分析法
は次のとおりである。

置換酸度 (Y1)

試料に対して2.5倍のN KClの浸出液に就いてフエノ

ールフクレンを指示薬とし， N/10 NaoH溶液を以っ

て微紅色を呈するまで滴定，その滴定托数を風乾土50

gr相当に換算Y1とす。此の方法は大工原酸度とも言

ぃY心 3を以って従来全酸度として表示した。

置換性石灰

上記の塩化加里浸出液の一定量を採り篠酸石灰とし，

この沈殿を熱稀硫酸にて溶解， KMn04溶液にて淡紅

色が消失しない点まで滴定，得たる石灰（Cao)を風

乾土％に換算する。

~KMn04 1 cc＝立堕差9mCaO 
30 30 
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第 4表町村別脳卒中死亡率（人口10万

対）と酸性土壌調査成績

（高率群）

市町村名 19言IPH Y1（置換細B口良石灰量 9

輩・}裔I畑水田 1一畑＿水田 l 畑
瀬村 356.8
長木村 271.015-51 5. 41 8. 471 6. 221 o. 2691 o. 2 
矢立村 283.25. 4 5. 4 4. 66| 5. 87 0. 251 0.2 
| 1 | 

256. 015-61 5. 61 2. 50: 5-93: o. 2681 o. 
276. 215-21 5. 51 5. 531 9. 621 o. 2191 o. 
268. 215-31 5. 81 5. 271 5. 401 o. 1741 o. 1 
2650215-41 5. 71 8. 541 3. 661 o. 1901 o. 1 
275. 015-61 5. 91 2. 721 2. 431 o. 2201 o. 
410. 6!5. 51 5. 11 6. 871 5. 541 o. 2261 o. 

274. 715-31 5. 41 7. 531 13. 751 o. 2291 o. 
川村1314.34.8 5. 0 10. 47| 8. 96 0. 271 0. 

足村 268.55.4 - 9.54 - 9 0. 257 

富津内村 255.015. 11 -I 5-651 -I o. 312 
内川村 260.015, 61 5. 31 7. 931 29. 811 o. 3401 o. 135! 

種平村 337.114-8f -I 1. 821 9. 301 o. 2391 o. 181 
米川村 312.51 -I -I 8. 101 2. 081 o. 2041 o. 041 
岡村 312.515-01 5. 41 8. 33i 2. 811 o. 1561 o. 11 
見三叩 304.85.1 5. 5 1. 8i 1. 97 0. 153 0. 17 
正寺村 510.915, 31 6. 11 ll. 411 10. 001 O. 1551 0. 16' 
島村 333.7- -' 

川内村 330.314, 91 5. 21 10. 481 6. 871 o. 2361 o. 12 
子村 280.114-91 4. 11 8. 82I 22. 501 o. 2691 o. 19 
滝沢村 215.3l5-01 5. 11 14. 48I 22. 50I o. 2101 o. 20 
西滝沢村 261.915, 11 5. 31 u. 241 11. 251 o. 2261 o. 20 

小出村 251.0[5. 41 6. 21 10. 401 1. 241 o. 1561 o. 14 
下郷村 3ll.715-21 4. 91 13. 00[ 18. 431 1. 2461 0. 17 
占川村 271.515, 31 5-11 12. 571 u. 251 o. 1471 o. 214i 
号 谷村 260.015-11 5. 41 8. 941 5, 631 o. 3491 o. 329 
下川大内村 281.315, 11 5. 51 14. 601 17. 291 o. 3181 o. 181' 
川大内村 325.415-21 5. 11 20. 341 19. 841 o. 2851 o. 11 

宮寺町 290.515-31 5. 71 1. 081 2. 811 o. 1641 o. 19 
川村 339.415, 31 5, 01 3. 491 13. 431 o. 1351 o. 07 
強首村 289.015-41 5-41 8. 021 5. 261 o. 1371 o. 12 
高梨村 274.6[5. 61 5. 91 o. 651 o. 311 o. 2131 o. 30 
沢町 287.015-51 5. 11 2. 501 7. 221 o. 2151 o. 2041 

川村 268.516, 01 6. 01 2. 051 5. 621 o. 1891 o. 23 
直岡村 320.0|6. 0 6. 5 0. 65 2. 50 0. 225 0. 191l 

山内村 265.6J4. 81 4-71 8. 461 13. 311 o. 2661 o. 16 
老合村 274.515, 2: 5-01 1. 581 4. 841 o. 2411 o. 23 
椙地村 266.215, 31 4. 91 3-341 6. 871 o. 2371 o. 18' 
八沢木村 267.5|4.6 6. 1 7.46 9. 68 0. 274 0. 23 
大森町 319.65. 3 4. 9 4. 34| 4. 37 0. 279 0. 141| 
阿気村 279.615, 41 5-61 3-051 6. 251 o. 2381 o. 12: 
町村 314.11~-01 4, 81 6. 50[ 4-371 o. 2761 o. 32 
川村 343.65. 1| 5. 0 4. 94 24.37 0. 314 
館合村 336.35.2 - 2. 60 - 0. 220 
稲庭町 298.14.8| 4. 5 3. 98 7. 96 0. 170 0. 216 
音瀬村 268.3|5.314. 6 2.854.370. 156| o.098| 
山道村 250.7i4.9i 4. 9 10. 20| 12. 81 0. 273 0. 031 

」

第 5表市町村別脳卒中死亡率（人口10
万対）と酸性土壌調査成績

（低率群）

五町村名 I霞点:[|yフ；三で□万：
輪町 143.315. 41 5. 61 3. 22! 4. 791 o. 1931 o. 116) 
去沢町 77.4|5. 2 5. 5 5. 28 4. 28 0. 165 0. 129 
川村 138.215. 2 5. 5 4. oo o. 86,0. 197 0.201, 
村 141.0!5. 21 5. 21 3. 941 4. 061 0.1441 o. 075' 
平村 130.5|5. 7 5. 7 2. 37 3. 50 0. 142 0. 113I 
滝村 114.7j5. 21 5. 91 5. 701 1. 151 o. 1751 o. 20 
坂町 149.3|5. 3 5. 3 2. 55 0. 96 0. 150 0. 20 

1沿村 101.7|5. 4 5. 6 3. 71 2. 18 0.220 0. 201 
葛村 111.6!5. 71 -I 3. 221 -I 0.1671 -
館村 109.215. 51 5. 71 s. 021 5. 511 o. 1701 o. 168! 

I 巣町 138.315. 31 5. 6I 6. 111 3. 60I o. 2111 o. 110: 
日市村 130.315. 31 5. 41 4. 241 2. 251 o. 1271 o. 173 

且代市 144.515. 21 s. 31 6. 971 12. 291 o. 1511 o. 118 
浅内村1127. 35. 5 5. 7 2. 97 2. 75 0. 181 0. 110 
鵜川村1126. 65. 3 5. 1 9. 22 14. 28 0. 126 0. 067’ 
森岳村 143.715-01 5. 31 11. 751 15,. 001 o. 1541 o. 064 
岡村 138.75. 0 4.9 12. 41 20. 33 0. 122 0. 12」
形村 105.315. 31 5. 31 1. 61I 19. 751 o. 2111 o. 101 
富根村182.95. 1 6.0 9.57 0. 62 0.210 0.430' 
ニッ井町 113.2l5-21 4. Bl 7. BIi 6. 75I o. 2501 o. 241 
種梅村 144.715. 21 4. Bl 2. 921 19. 06I o. 2921 o. 104 
常盤村 102.415. 21 5. 31 7. 741 21. 431 o. 2261 o. 0631 
八森村 129.715. 21 -I 4. 951 -I o. 240 

越町 148.715. 51 6. OI 3. 331 6. 361 o. 0931 o. 14 
戸村 143.815. 51 5. 61 3. 161 1. 031 0.1101 o. 1591 
浦町 85.95. 5 5. 8 2. 91 1. 24 0. 182 0. 279l 
和町 131.015. 41 5. 91 a. 121 1. 111 o. 2221 o. 076! 
井河村 88.215. 61 -I 9. 891 -I o. 248 
井河村 93.o!5. 01 -I 9. 021 -I o. 231 
浮村 90.915. 51 5. 11 4-241 1. 361 o. 3221 o. 273 
城目町 139.115. 51 5. 31 2. 351 4-561 o. 4251 o. 377 

沢町 135.315. 11 s. 31 9. 061 1. 871 o. 2021 o. 31 
米村 143.314. 91 s. OI 15-931 10. 941 o. 2171 o. 24 

屋村 147.915-71 s. 61 1. 181 s. 281 o. 2091 o. 15 
堀村 64.615. 6l -I 1. 901 o. 001 o. 201 

西明寺村 142.315. 91 5. 91 11. 511 1. 251 o. 1801 o. 236 

田町 147.84. 8 4. 7 7. 59 12. 70 0. 253 0. 2371 
田村 145.215. OI s. 01 4. 491 o. 311 o. 218I o. 1741 

西成瀬村 131.715. 6I 5. 41 2. 011 6. 25I o. 2941 o. 21 
小野村 138.35.1 - 8. 02 - 0. 126 -l  

の宮村 122.65.2 5.6 3.83|4. 68 0. 1161 0.09 

！ 

,
"
'
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第 1図 酸性土壌調査成績を脳卒中死亡

を高率群と低率群に分けた場合

の比較図

0低率群 ●高率群

PH（田） Y1（田） 置換石灰蘊（田）
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すなわち水素｀イオン濃度 (PH) についてみると，脳

卒中死亡の高率群と低率群との間には殆んど差が認めら

れない。また置換酸度 (Y1)においても略同様であるが

酸度の高いものが脳卒中死亡高率群にやや多いと思われ

る。

次に置換石灰量：は置換性塩基を代表し，その価の大な

ることが土摸として望まれるところであるが，第 1図、こ

示されたところでは差があるとは思われない。

B 1 飲料水の成分と脳卒中死亡率

昭和33年から35年に至る水道法による飲料水検査から

PH,珪酸，硫酸，塩素の 4項目につき，第 1表に掲げ

た市町村別脳卒中死亡率のうちから，前項同様，高率お

よび低率の市町村を選び，それらの市町村における飲料

水の前記4項目について比較したのであるが，それらの

数値ならびに比較状況を示すと第6表，第7表および第

2図のとおりである。

第 6表 脳卒中死亡率の比較的高い市

町村の飲料水中の諸成分

註置換石灰量は10倍した値をもって示した。

試駅ゃ目
¥PH p珪p酸m 1I m硫g/酸P,I 塩pp素m 

採水地

河辺郡りククク和村女芦本平寺盃沢田
7.6 4.8 o. >18.4 
7.6 9. 1 5. 15. 9 
7.0 20.0 3. 25.5 
6.6 18.5 5. 1 19.5 
6.0 20.4 11.9 25.2 

由利ク郡東大由内利村村 6.6 18.2 

llo. • ］ i9 f 2153.. 9 0 5.8 37.0 
ク 6.4 1 7. 5 13. 19. 1 

由利郡由利村前郷• 7. 1 1 1. 5 17. 18.4 

南秋田ク郡五城目町上樋沢崎ロ 6.4 24.5 4. 31. 2 
6.0 25.5 14. 20. 5 

クク 高寺七内 川
6.2 5.5 8. 12. 7 
6.0 15.0 4. 20.2 

クク 今 倉蔵
6.0 35.0 16.4 65.6 
6.0 55.0 9. 1 62.7 

ク

石森富杉 津 沢田山内

6.2 15.0 10.2 35. 4 
ク 5.9 38. 0 15.4 103.1 
ク 6.2 13.0 20.0 

23. ゚7 ，，，， 6. 7 3. 1 9.6 18. 

北秋田郡合川町 6.6 35.0 19.8 

河辺郡河辺町三靡 6.2 6.5 7.4 17., 
ク上 5.9 25.0 2.5 14.5 
ク 畑谷 7.8 4.0 4. 1 23.0 
ク 禾H 田 5.8 10.0 5. 1 29.4 
ク

石田 尻川
7.2 11.0 12.3 29.0 

ク 6. 1 15.0 11. 1 18. 4 5 
ク 七曲台 5.0 2.5 2.4 25. 

雄勝ク郡雄勝町御桑返ケ事崎 7.0 30.0 4. 1 14.1 
6.8 35.0 3.0 16. C 

＇ ,
 ＇ ーー

ー
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第 7表 脳卒中死亡率の比較的低い市

町村の飲料水中の諸成分

＼試験項目
PH 珪pp酸mI m硫gI 酸£ ¥ 塩pp素m 

豚水地
＼ 
＼ 

男鹿市

黒上五門椿金里沢前合川

26.7 47.8 
，，，， 8. 22.5 15. 4 90. 4 
(, 7. 7. 5 14. 2 54. 9 
ク 6. 15. 0 6. 4 23. 7 
ク 7. 17.5 19. 51 30.1 

南秋田郡 Jヽ 1}1 村 6. 6. 5 10. 2 34. 7 
ク田 l町 7. 2. 11 l 315. 5 
ク 昭和町 7. 30. 0 

2.5 ＇ 70.9 ク・ ，，，， 6. 40. 7 13. 7 15. 6 

北秋田郡花矢町 6.4 7.8 9. 9 13. 1 
ク
神七ツ館山 6. 4 14. 3 18. 7 15. 6 

ク 6. 4 35. 1 87. 4 39.0 

南秋ク田郡琴払浜鵜ノ戸木 6.2 30.0 9.2 47.8 
5.8 12.5 13.4 25. 1 

山本郡山本村金 貫
6. 8 >2 2 15.0 5. 1 24. 8 ク中 5, 12. 5 

24.6 | | 21.2 
由利ク郡仁賀保町畑冬何 7. 30.6 3. 3 13. 1 

s. 6.0 14. 8 15. 2 
ク 釜ケ台 9. 20.0 7. 2 13. 1 

すなわち脳卒中死亡率の高い地区においても低い地区

においても，その飲料水中の諸成分の含量には甚だしい

差異は認め難いように思われる。この場合， PHが低率

群こやや高いと思われる他，珪酸には差を認め難く，硫

酸イオソや塩素イオンでは逆に低率群に多量であるかの

ごとく思われる。

B 2 飲料水の成分と脳卒中死亡率

昭和38年2月には本荘市石沢地区，・昭和39年 1月には

河辺郡唯和村女米木地区，同年2月には南秋田郡井川村

同年10月には南秋田郡五城目町の飲料水を採取して，p

H,総毀度，総硬度，塩素，硫酸，珪酸を検査したので

あるが，その成績を各部落について示すと第8表，第9

表，第10表，第12表に示すとおりである。

また調査した地区のうち井川村は脳卒中死亡の低率地

区であり，その他はすべて高率地区である。そして五城

目地区は部落が多く，これらを貫流する馬湯目川と富津

内川（支流として内川を容れている）の 2川は旧五城目

町東南方で合流して馬場目川となる。なお五城目町は一

小山陵を境として井川村に接しているのであるが，北方

の五城目町地区は高率地区，そして南方の井川村は低率

地区であるが故に，調査上興味のあるところで，従って

低率地区である井川村と比較する際も石沢，女米木と，

そして五城目，飯田川を別々に示すことにした。

第 2図 脳卒中死亡の高率迭よび低率

群と飲料水中諸成分との関係
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第 8表 本荘市石沢地区にぶける飲料水中の諸成分 （昭和38年12月）

部落＼試＼名＼験項目 PH 総酸度 総 晶 度 塩 素 硫酸 珪酸 備 考ppm ()  ppm mg/£ ppm 

1 山 内 7. o 5. 1 21 14.2 17.3 22.9 沢 水

2 ク 5.9 45.9 23 15.3 7.4 22.9 ク

3 鳥田目 6.5 25.5 40 19.2 43.2 30.0 簡易水道水

4 ク 7.6 s. 1 26 16.3 5.4 3 1. 4 ク

5 湯 沢 5.8 30.6 27 26.6 14.0 32.9 ク

6 柳 生 6.6 40.8 61 47.7 23.9 33.6 ク

7 湯 沢 6.6 5. 1 24 1 3. 8 ！ 7.0 27. 1 ，，， 

8 櫛 引 5. 1 35.7 27 31.6 15.2 58.6 ク

9新山崎 5.9 5. 1 16 18.8 10.3 4 1. 4 ク

10滝ノ沢 5.2 20.4 21 26.2 15.2 40.0 ク

11 宮 沢 6.0 s. 1 13 19.9 8.6 57. 1 ク

12 ク 5.8 76.5 15 22.3 1 1. 1 44.3 ク

13 館 6.7 44.9 76 42. 6, 25.5 28.6 ク

14 雪車町 6.8 8.2 27 17.9 11. 1 17. 1 ク

15 ..E 野 7.3 4. 1 23 22.7 5.8 45.0 ク

16 ク 7.35 3.4 21 23.6 6.2 34.2 ，，，， 

17 館 7.6 2.0 20 14. 1 7.8 15. 7 ク

18 出張所 7.4 9.2 52 33.4 10.7 27.2 地 下水

第 9表 河辺郡雄和村戸米川地区における飲料水中の諸成分 （昭和39年 1月）

部落名＼心＼項目 1 PH 総酸度I 総（ 晶） 度 I 塩素I 硫酸I 珪酸 備 考ppm ppm m<J / P, ppm 

l 白 JI I 7.2 2.0 25 15.5 5.8 1. 7 沢 水

2女米木 7.4 2.0 43 16,0 4. 1 2. 1 簡易水道水

3 
，，，， 7. 5 2.4 41 16.0 5.8 2.0 ク

4 石 J I I 7.5 2.0 43 17,2 5.8 1. 9 ク

5戸賀沢 5,7 64.3 25 29.2 16.1 l l. 4 ク

6 ク 7.4 2.0 39 17.2 5.4 1.7 ク

7 銅 屋 5. 35 39.8 27 37.7 4.9 1. 9 ク

8 ク 4.9 61. 2 43 57. 1 7.4 1.6 ク

， ク 5.75 23.8 27 20.6 5.4 11.4 ，，，， 
,. 

10 高 屋 5.3 60.2 31 53.4 13.6 11.4 ク

11 々 5,3 26.5 27 30.0 5.4 17.2 ク

12 ― 

ク 5, 35 37.7 26 32.3 6.6 18.6 井戸水

,
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第 10表 南秋田郡井川村飲料水中の諸成分 （昭和39年2月）

…ロ＼ぐ＼験項目
I 

PH 総酸度 I 総 晶 度ppm ()  塩素 I 硫酸 I 珪酸ppm 町Ie ppm 備 考

‘-
1 井 内 5.75 25.5 24 1 7. 5 8.2 22.1 簡易水道水

2 上 野 7.3 2.0 14 16.9 4. 9 1 1. 4 ク

3 寺 沢 6. 1 16.3 36 23.7 4.9 30.0 ，，，， 

4 産 田 5.85 22.4 32 23.4 4.5 30.0 ク

5上大麦 6.5 9.2 46 26.5 5. 4 33.0 ク

6 中大麦 5.4 44.9 34 33.7 15.6 12.9 井戸水

7下大麦 6. 1 18. 4 38 23.1 4.9 30.0 簡易水道水

8 館 岡 6.0 19.4 4 23.1 3.3 28.6 ク

9 八田大倉 5.25 63.2 44 82.2 14.4 12.1 井戸水

10 坂 本 6.2 8.2 62 47.4 23.9 19.2 ク

-11 飛 塚 5.75 16. 3 54 79.8 4.5 42.9 ク

12北川尻 7.0 5. 1 60 35. 1 2.5 47. 1 簡易水道水

13小竹花 6.7 9.2 58 36.5 3. 3 74. 1 ク

14 本 村 6.6 10.2 64 36.5 2.5 45_7 ク

第11表A 飲料水中の諸成分 （南秋田郡五城目町）

部落＼名試＼＼ 験項目 PH I総’’1総硬度1で lCl so, I si02 I 備 考ppm mg/ ¢ ppm 

1 杉 沢 6.9 12.6 29.4 14.83 17.28 25.6 簡 水

2 恋 地 5.6 162.0 35. 3 28. 21 19.34 25.3 井 水

3 水 沢 5.4 192.9 35. 3 20.62 1 3. 58 32.3 湧 水

4 中 村 7. 1 9.9 25.5 14. 83 6.58 28.6 簡 水

5 寺 庭 7.5 5. 4 25.5 14. 83 7.41 29.4 ク

6 平 6.8 13.5 19.6 24.23 5.76 3 1. 3 ク

7蓬内台 6.2 1 1 1. 4 76.4 66.91 49.38 29.0 井 水

8 門 月̀'lj 6. 8 7.2 21. 6 21. 70 8.23 31. 7 簡 水

9 町 村 6. 15 31. 5 ll5.6 52.45 27.16 35. 1 井 * 
10帝釈寺 6.0 9 1. 8 80.4 39.06 10.29 29.4 ク

11 館 越 6.55 12.6 23.5 18. 81 4.94 29.0 簡 水

12 久 保 6.7 88.2 123.6 120.92 12.35 36.4 井 水

13 ク 6.5 43.2 82.3 19.53 27.98 34.5 ク

14 岩 野 5,7 71. 1 100.0 87. 16 7.41 26.0 ク

15 五城目 6.7 64.8 100.0 54.25 13.99 33.3 上 水
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第 3図 脳卒中死亡の高率地帯および低

率地帯と飲料水諸成分との関係

PH 総酸度 総硬度 Cl SO、 Si02 

第 4図 脳卒中死亡の高率地帯冶よび低率

地域と飲料水中諸成分との関係

PH 総酸度 総硬度 Cl SO、 Si02 
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〇低率地帯（井川村）

●高率地帯（戸米川，石沢地区）
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第11表B 飲料水中の諸成分 （南秋田郡五城目町） ・

部落名＼一＼目 1、 PH 総酸度I 総硬度I HC03 I 
Cl SO、 Si02 

I 備 考ppm mg/ e ppm 叩I¢ ppm 

1 高 樋 6.3. 10.a 27.4 

2 北 村 5.75 73.8 90.2 

3 高 田 8. 8 o.o 41'. 2 

4 落 合 7.5 3.6 39.2 

5 乙 市 6. 2 10.8 13. 7 

6御蔵下 1.0 3,6 11.8 

7 富 田 7. 1 2.7 13.7 

8 ク 6.7 10.8 17.6 

9 浅見内 6.6 5,4 9.8 

• 10湯ノ又 6.6 68.4 123.5 

11 小 倉 7.45 2.7 17.6 

12 黒・ 土 8.1 4. 5 121.5 

13上山内 6. 7 10.8 21. 5 

14下山内 6.65 21. 6 43. 1 

15 Jll 崎 8.4 2.7 43. 1 

以上に示すとおり本荘市石沢地区及び雄和村戸米川地

区（高率地区）と南秋田郡井川村地区（低率地区）とを

比較した場合， PH値では低率地区にやや高い感じを受

けるが，総酸度からいえば反って高率地区に低いように

思われる。しかし総硬度からみると低率地区に高いと思

われる。また塩素イオソも珪酸も低率地区に高く，硫酸

イオソはその反対である。

次に卒中死亡の高率を示す南秋田郡五城目地区と低率

を示す井川地区との比較では， PHでは時に高値を示す

ものが高率地区にあるが，大体甲乙がなく，総酸度にお

いても同様である。総硬度は高率地区においてその幅が

広く，塩素イオンにおいては高率地区に低値を示すもの

が多い。硫酸イオ‘ノについては低率地区に低値を示すも

のが多いが，珪酸については両地区に差を見出しがたい。

むしろ低率地区に高値を示すものさえあるのである。

〔じ吟味
高血圧症乃至脳卒中の成因には種々な因子があるもの

の如く，その中でも一般にいわれているものは遺伝，栄

養，日常生活の様式などである。しかしこれらの因子を

更に分析してみると簡単に結論し兼ねる事柄が少なくは

ない。

3.05 14.47 21. 40 12.3 井 水

4.27 79.93 18.93 17.6 ク

4.27 13.03 19. 34 12.3 ク

7.93 13.40 7.82 19.2 沢 水

1.22 18. 62 8.04 31. 3 簡 * 
1.83 20.22 14-81 3 1. 7 ク

1. 83 18.62 9.05 31. 3 ク

2.44 17.87 7.41 41. 7 ク・

1. 8 3 15.55 3.30 18.9 ク

15.86 41. 59 17.28 27.8 井 水

1.83 11.54 17.28 15.9 山 水

16.47 19. 36 7.82 32.3 簡 7k 

2.44 21. 22 10. 70 15.9 山 水

4.27 15. 55 18.52 21. 7 簡 7k 

10.37 58.08 4. 53 37. OI ク

野瀬善勝教授，他（山口医大） （18) はアメリカに於け

る脳卒中死亡率とその土地集積について調査し，脳卒中

死亡率の地域差はその地域の雨量温度係数と順相関々係

にあること，地質学的にみて火成岩系（第3紀層，深成

岩）地城では卒中死亡率が高く，水成岩地城では低いこ

と，また飲料水成分の角度からみるとNa,K, Mg,に

対して相対的にCaが少ない地域ではPHが酸性となるも

のが多く，死亡率が高く（火成岩系），逆にCaが多すぎ

る地域ではPHが塩基性となるものが多く，再び死亡率

が高まる，アメリカでは水成岩が多いので後者に属し，

日本ではCaの少なすぎる前者に属すと述べ，結論として

Caを中心にNa,K, Mgの均衡如何とPH値が重大な意義

を持つという。

次に石原房雄教授(19)t_20)は長寿村と短命村の土漉及び

河川水についてCa,Mg, Na, K, COa, S04, Cl, 

Si02, PH, 溶存固形物など14項目につし．、て研究し，そ

れらのうち重要なものはPH値であって，その値（土攘

ならば4.9,置換酸度にては2.2)を界として，アルカリ

性に傾くものは長寿，酸性に傾くものは短命となる傾向

があるとし，長寿村には徳島県藍住村，岩手県芸村，山

梨県鳴沢村，その他を挙げ，短命村としては秋田県仙南

村，三重県多気郡大杉谷などを挙げているo更に同教授
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(2])は各成分の等量比 (EquivRatio)即ちCa/K,Ca/Na 

Ca/Ca+Mg+K吐 Na,Mg/Ca, SO,/COa, Cl/COa, 

Si/CO叶so,等を求めて見ると，祠者の間に統一された
傾向を求められ，劃然と両群の曲線を分別し得たとも述

べておられる。

以上2氏の説は直接飲料水の酸度と関連のあるものと

思われるが，滋賀県衛研(22)の如<,水の酸価が密接な

関係をもち，酸価の大きいことはその地区の住民の脳卒

中死亡，殊に中年期死亡を高める有力な因子となり得る

と結論しているが，辻達彦氏らl23) は群馬県の一晨村地

区で，飲料水が酸性に傾き，珪酸イオン濃度が少なくな

ると非高血圧世帯が増すように見えたと述べ，恰も反対

の意味にとられる場合もある訳である。

更にまた斎藤功氏，他(2•I) は茨城県における高血圧症特

別対策地区4ケ町村，非対策地区2ヶ町村を選び，合計

95ケ所の地下水，地表水の分析を行った結果として，高

血圧発現頻度の高いと推定した指数0.5以上を示すもの

が多発地区には少なく，酸価と高血圧症との相関性は見

出し得ず，また小林が求めたS04/COaの関係においても

水質との適応性は見出すことはできなかったと結んでい

る。

さて私共の場合飲料水の検査に当ってNa,Kのみならず

co3イオン量も定量しなかったので先進の得られた成績・
と比較検討し得ないのであるが，少なくとも秋田県にお

いて脳卒中死亡の高率地区では， PH総酸度，置換酸度，

置換石灰量などからみて，飲料水の酸性に傾いている場

合が多いように見受けられるのであるが，今後の調査に

侯たなければならないと思う。

珪酸についてはすでに三沢教授らの業績があり，高血

圧症多発地城の飲料水，河川水，その他に含有成分とし

ての珪酸量が大なることを述べられているが，辻達彦氏

ら(23) は群馬県の湯合珪酸濃度のみ取り出してみても高

血圧世帯の発生と関連づけることはできなかったと述べ

ておられるし，また玉井良照氏m) は熊本県において調

査した飲料水中のメク珪酸量は，菊地地区で，25.59mg/£ 

戸島地区では33.63mg/£で，むしろ脳卒中死亡率の低い

戸島地区に高く，従って珪酸量と脳卒中死亡率との間に

は特別な関係が認められなかった，但し高血圧，脳溢血

腎機能不全を伴う患者の尿中メク珪酸の排泄量：が少ない

ことは認められると述べているが，しかしこの湯合も三

沢教授らの湯合も珪酸の出納が明示されていない。

さて私共の場合の珪酸についてみると，脳卒中死亡の

高率地帯において必ずしも高いとは限らず，すなわち雄

和村戸米川地区のように最低1.6PPm, 最高18.6ppmで

あるし，また低率地区である南秋田郡井川村では最低

11.4ppmで，三沢教授らの多摩川水に相当するが，最高

74, lPPmはで江戸川以上の珪酸が含まれているのである。

このような高値は本荘市石沢地区や南秋田郡五城目地区

にも匹敵するものがないのである。

塩素イオンについても略同様で，石沢地区の最高最低

を示すと13.8-45. 7PPm,また戸米川地区では， 15,5-

57ltlPPm,また五城目地区では， 14.8..,:_120.9ppmまたは

4, 5-79. 9ppmなどであるが，井川村ではで17.5-82.2

ppmあるから，低率地帯必ずしも塩素イオン少ないとは

限らない。尤も飲料中の塩素イオン量は塩化ナトリウム

量に換算しても成人1日に摂取する分量と比較すると問

題とならない。

CVJ む す び
脳卒中の成因と飲料水中の諸成分との関係を究明すべ

く，秋田県内においても卒中死亡の高率地区と低率地区

と選びあげ，それ・らの地区の飲料水の諸成分を定量して

次のような結論を得たo但し今回の調査は調査項目の関

係上予備的な意味を持つものである。

調査の第1段階は脳卒中死亡と県内酸性土攘調査成績

とを検べたもので， PH値は卒中死亡率の高率地区と低

率地区との間に差異を見出し難く，置換石灰量において

も同様で，僅かに置換酸度において，その高い地区に死

亡率もやや高いように思われる成績である。

次に昭和33年から3胡こまでの飲料7Jq食査では，卒中死亡

高率地区にPH値がやや低いのみで，珪酸量には差異が

なく，反って硫酸イオンや塩素イオンが低率地帯に多い

というように見えるが，その差は決して著しいものでは

なかった。

次に卒中死亡高率地区と低率地区とを選び出し，全面

的に各部落！こ亘って飲料水を調査した成績では， PH値

総酸度，総硬度には格別な差異を認め難いが，卒中死亡

率の高い地城に酸度の高いという印象を受けたo硫酸，

珪酸はそれぞれ単独では意義を発見し難い。

以上のような成績で，各検査項目単独では意義を発見

し難く思われるので，いま少し広い角度から調査する必

要のあるものと思われた。
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